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生徒の気づきと学びを最大化するプロジェクト 第 63回 

「GIGAスクールによる小学校の変化」 

本プロジェクトへの「ご参加希望」「校内での対話型研修会のご要望」等は、 

運営事務局 ベネッセ教育総合研究所 次世代の学び研究室（nextlearning@mail.benesse.co.jp）までご連絡ください。   
本プロジェクトは、新型コロナウイルスの影響により全国の学校が休校せざるをえなかったことをきっかけに、有志により発足されました。 

プロジェクトでは、毎週行う学校教育活動に関する対話を通じて、「学校教育の革新と、生徒の気づきと学びの最大化」を目指しています。 

これまでに全国約 80校から主に中高教員が参画しています。対話履歴は SNSでも発信しています。フォローください。Twitter Facebook 

 

 

 
 
 

対話での問いかけ 

 

テーマ設定 背景 

急速に進むGIGAスクール構想。多くの小中学校で ICT環境の整備が進んでいます。環境整備が進んだこ

とにより、「どのようなツールが有効か」「どのくらいの頻度で使っているか」といった議論は増えてきていま

す。では、実際に児童生徒の学びはどのように変わっているのでしょうか？「学習環境整備はあくまで手段

で、児童生徒の学びをより良くすることが目的のはずだ」などの問題意識を持ち寄り、対話を進めました。 
 

話題提供 – 二川 佳祐 先生 （東京都内小学校 勤務） - 

◆GIGAスクール構想の進展により感じる、変化の芽（期待・不安・問題意識） 

【見える化】生徒・教員・保護者全てに、教育活動の可視化が進む。 

【教員の学び】ICT環境を活かすために、学ぶ姿勢がより重要に。 

【二極化】学校・教室により ICT環境の活かし具合が二極化する。 

【評価】学習プロセスが可視化されるが、フィードバック手法は検討要。 

【低学年】発達段階を踏まえ、低学年で ICTをどう活用すべきか。 

【連絡帳・ノート】連絡やノートを取る頻度が減ることをどう捉えるか。 
 

小学生のアウトプット – 二川先生話題提供から - 

   

   
 

対話の声 

・小学生のアウトプットの質に驚いた。中高教員は、小学生の学びの変化を認識できているか？（東京） 

・「教えないとできない、は本当か？」「教えたらできるようになるのか？」を問い続けたい。（東京） 

・平等、公平にこだわりすぎると進まない。生徒・教員一人ひとりの創意工夫を尊重する文化が重要。（福島） 

・教員と保護者だと、どうしてもリスクの話になる。トラブルも学びの機会であると考えたい。（神奈川） 

・どんな成長を願っているかが、どの学齢でも肝要。ICTを使って成長をどう支援するかはその次。（京都） 

今回の対話では、GIGA スクール構想により ICT環境の整備が進む小学校の変化をテーマにしました。既に見えつ

つある期待・不安・問題意識を話題にしながら、下記の問いかけを基に、参加者は考えを深めました。 
 

１人１台の環境下、どうなると良い学校・良い授業といえる？ 

小学校で ICT活用が当たり前になる中、中学・高校はどう認識を変えるべきか？ 

各学齢で発達段階が異なる中、それぞれどのような ICT活用が望ましいのか？ 
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